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物  質  名 水素化テルフェニル ＤＢ－23 
別  名 水素化トリフェニル 構 造 式 

 
l+m+n =2～14 

CAS 番号 61788-32-7 
PRTR 番号 1-238 

化審法番号 4-41 

分子式 C18H(14+ l + m + n) 
 (l + m + n =2, 4, 6, 8, 10, 12, 14 のいずれか) 

分子量 232.32～248.45 

沸点 340℃（40％水素化物）1) 融点 － 

蒸気圧 1.0×10-1 mmHg (25℃、40％水素化物) 1) 換算係数 1 ppm = 9.50～10.16 mg/m3（25
℃） 

分 配 係 数（log Pow） － 水溶性 不溶（25℃、40％水素化物）1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50   12,500 mg/kg 2)  
 ラット 経口 LD50 > 10,000 mg/kg 3)  
 ラット 経口 LD50   17,500 mg/kg 2)  
 ラット 経口 LD50 > 24,000 mg/kg 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、3.9、16、156 mg/kg/day を 14 週間混餌投与した結果、156 mg/kg/day 群の雌の体

重は試験期間を通してやや低く、雌雄で肝臓及び腎臓相対重量の増加、雄で血小板、コレス

テロールの増加を認めた。なお、投与 4 週に 156 mg/kg/day 群の雄でヘモグロビン濃度、ヘマ

トクリット値、赤血球数の減少がみられたが、一過性の変化であり、主要臓器の組織にも影

響はなかった 5)。この結果から、NOAEL を 16 mg/kg/day とする。 
・マウスに 250 mg/kg/day を 112 日間（1～2 回/週）強制経口投与しても影響はなかったが、600 

mg/kg/day 以上の投与では間質性腎炎が雄にみられ、600 mg/kg/day 群の間質性腎炎は可逆性

であったが、1,200 mg/kg/day 群では不可逆性の変化であった 2) 。 
・ラットに 0、11、99、480 mg/m3 を 14 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、99 mg/m3

以上の群の雄で流涙、被毛の粗剛化、雌で顔の周囲に褐色の着色物がみられ、500 mg/m3 群の

雄で体重増加の抑制を認めた。11 mg/m3 以上の群の雄で肝臓相対重量が増加し、480 mg/m3

群の雄で血液尿素窒素の増加がみられたが、主要臓器の組織に影響はなかった 5）。この結果

から、LOAEL を 11 mg/m3（ばく露状況で補正：2 mg/m3）とする。 
・ラットに 0、11、51 mg/m3 を 182 日間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、51 mg/m3 群の

雌雄で血糖の減少、雄で肝臓重量の増加、血液尿素窒素の減少、GOT、GPT、ALP の上昇を

認めた 6)。この結果から、NOAEL を 11 mg/m3（ばく露状況で補正：2 mg/m3）とする。 
・サルに 0、11、51 mg/m3 を 182 日間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、51 mg/m3 群の雄

で白血球数の減少、雌で赤血球数、血液尿素窒素、ALP の増加を認めた。なお、11 mg/m3 群

の雄 1/3 匹が肺機能検査中に死亡したが、ばく露との関連はないものとされた 6)。 
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生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.003、0.01、0.03、0.1％の濃度で混餌投与した 2 世代試験の結果、0.1％群の F0

雄及び F1 雌で体重増加の抑制を認めたが、交尾、受胎能、妊娠、生殖器官や仔へ影響はいず

れの群にもなかった 7）。この結果から、NOAEL を 0.03％（F0雄 19 mg/kg/day、F1雌 24 mg/kg/day）
とする。 

・ラットに 0、125、250、500、1,000、2,000 mg/kg/day を妊娠 6 日から妊娠 15 日まで強制経口

投与した結果、1,000 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制、2,000 mg/kg/day 群で胚の死亡、

胎仔の低体重を認めた 8）。この結果から、NOAEL を母ラットで 500 mg/kg/day、胎仔で 1,000 
mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、125、500、1,500 mg/kg/day を妊娠 6 日から妊娠 15 日まで強制経口投与した結果、

1,500 mg/kg/day 群で死亡がみられ、体重増加の抑制を認めた。胎仔では 1,500 mg/kg/day 群で

低体重、骨格系の奇形や変異の発生率増加を認めた 9）。この結果から、NOAEL を母ラット

及び胎仔で 500 mg/kg/day とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激する。眼に入ったり、皮膚に付くと発赤、痛みを生じ、経口摂取する

と灼熱感、咳を生じる。吸入すると咳を生じる。長期または反復ばく露すると、腎臓及び肝

臓に影響を与えることがある。液体への長期または反復ばく露は皮膚の脱脂を引き起こす 10)。 
・ボランティア 51 人に実施した本物質のパッチテストでは陽性反応はみられなかった 11) 。 
・恒常的に本物質をばく露していた労働者 47 人の調査では、防護服を着用して皮膚の湿気が増

した時などに本物質が一次刺激性物質として作用する場合を除いては、皮膚の感作や明らか

な健康影響の報告はなかった 12)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 1) TLV-TWA 0.5 ppm (4.9 mg/m3)   
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 16 mg/kg/day（体重

増加の抑制、腎臓及び肝臓相対重量の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した

1.6 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 11 mg/m3（肝臓相対

重量の増加）を採用し、ばく露状況で補正して 2 mg/m3 とし、LOAEL であることから 10 で除

し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.02 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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